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 平成29年11月，教育職員免許法が改正されました。これは中教審答申「これからの学校教育を担う教員の資質能力

の向上について」（平成27年12月）を受けたものあり，「大学の創意工夫により質の高い教職課程を編成することが

できるようにするため，教職課程において修得することが必要とされている科目の大括り化を行うとともに、今般の学

校現場を巡る状況の変化や学習指導要領の改訂を踏まえ，教職課程において学生が修得すべき内容等を改めるもの」と

されています。 

 主な要点は（1）科目区分の大括り化，（2）履修事項の追加，（3）「大学が独自に設定する科目」の設定等です

が，特に留意すべきは次の事項です。まず（1）では従前の「教科内容の科目」と「教科の指導法科目」とを統合した科

目を新設したり，教科内容構成を学ぶ科目を大学の判断で設定できるようになります。（2）では，①「特別の支援を必

要とする幼児，児童及び生徒に対する理解」，「総合的な学習の時間の指導法」が新たに独立した事項として追加さ

れ，②情報機器及び教材の活用，チーム学校運営への対応，学校と地域との連携，学校安全への対応，カリキュラム・

マネジメント，キャリア教育が「事項の内容」として追加され，③大学の判断により「学校体験活動」を加えることが

可能となり，④中学校１種にあっては８単位，高校１種にあっては４単位以上の指導法科目の履修が必修化されること

になりました。改正前に比して教員免許取得に係る必修の総単位数は変わりませんが，新たな授業科目を立てる必要が

生じています。また，指導法科目の最低単位数が大幅に増加したことにより，本学の開放制教職課程履修者数に，今

後，大きな変動がもたらされるのではないかと気になっているところです。 

 教免法改正により，教職課程を有する全ての大学・学部・学科は，いわゆる再課程認定の対象となりました。本学で

も改正後の教免法の趣旨を踏まえ，かつ新たに提示された「教職課程コアカリキュラム」に基づいて授業科目のシラバ

スを再検討・作成し，再課程認定を受けたところであり，平成31年度以降入学生から適用となります。改正前の旧カリ

による履修者にどのような経過措置が適用されるかについては，センター及び教育学部教務学生係を中心に情報収集並

びに勉強会を行い，学生に著しい不利益が生じないよう，適切な対処法を確認し，全学教職課程運営委員会や同FD研修

会の際に周知してきました。また，新たな教免法が適用される平成31年度以降入学生を対象とした『教職課程履修ハン

ドブック』の新版作成にも着手したところです。 

 今回の教免法改正と併せて，教育公務員特例

法の一部も改正され，教員の資質向上に関する

指標を整備することが全国の教育委員会に求め

られました。岡山県・岡山市でも教員育成指標

を策定し，特に「採用時に求める指標」は県市

共通のものとなりました。「採用時に求める指

標」は，本学にとっては「卒業時にめざす姿」

でもあります。 

 本学開放制教職課程のミッションは「個々の

課程認定学部の専門教育が支える優れた研究的

実践力を備えた中等教育教員の輩出 」です。改

訂後の教免法の趣旨を踏まえ，高度な実践力を

育み，独自性のある教職課程を確立することに

今後も取り組んでまいります。                                  【文責：髙旗浩志】 

 全学教職オリエンテーションが本年度も5月に実施され

ました。これは，本学で教育学部以外に所属し教員免許取

得を希望する学生が，必修で最初に受けるプログラムで

す。全学教職オリエンテーションは前半部後半部の2回か

らなり，2回とも参加することが必要です。今年も多くの

学生が参加し，前半部では181名の学生が参加しました。 

 前半部では副センター長の挨拶からはじまり，本学の全

学教職課程の理念・目的・方法等についてグループワーク

を通して深めることや，次のプログラムである母校訪問に

ついての説明などを行いました。また，後半部では，教員

免許取得に係る履修方法や要件等についての説明や，母校

訪問に向けての準備や指導を行いました。学生の皆さん

は，それぞれの説明に熱心に耳を傾けるとともに積極的に

参加している姿が多く見られ，実りある時間となったよう

でした。 

な お，オ リ エ

ンテーション

に参加したほ

とんどの学生

は，引 き 続 き

母校訪問を実

施することとなります。母校訪問は1日ですが，計画書の

作成や電話依頼，実施後の報告書の提出など多くのことを

課しています。学生の皆さんが多くの学びを持ち帰ってく

ることを期待しています。 

最後になりましたが，関係の皆様にこの場をお借りして心

よりお礼申し上げます。今後ともどうぞよろしくお願いい

たします。            【文責：三島知剛 】 

全学教職オリエンテーション実施 
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 高階秀爾先生は日本を代表する評論家であり、大原美術

館館長でもある。ある時美術館でお目にかかり「今、先生

の『間の感覚』の授業を1年生でやっています。ご覧にな

りませんか」と軽い気持ちで申し上げたら「いいですね」

…なんと実現してしまった。 

 「どうやってこの発想をお持ちになったんですか？」 

 当日「間の感覚」の授業で、高階先生に向けて生徒がこ

んな直球質問をした。どうお答えになるのか、という期待

と緊張が静かに教室に満ちる。先生はその生徒を手招き、

間合いを詰めながら言われた。 

 「パリ留学時、フランスの友人がやたら間合いを詰める

のに閉口したんです。一歩下がると一歩詰めてくる、こん

な風にね。その時、人間にとって快いと感じる『間』も文

化によるんだとハッとしたんです。若いうちに言葉も当た

り前の感覚も通じない世界に身を置いてみてほしい。色ん

なことが見えてきますよ。」 

 教育の世界でもグローバル化は避けられない課題。しか

しそれは「世界に飛び出す」ことだけを言うのではない。

多様な価値観を受容しつつ、多くの人がよりよく生きるた

めの合意形成を目指す、そういう柔軟な感性・思考を身に

つけること、グローバル化の本質はそこにある。 文化資

本という点では、はなから不利な地方の子どもたちを、い

かにして「本物からの学び」に繋げるか、日々大人の工夫

が問われている。         【文責 山下陽子】 

 CST科学・教科構成力探究講座として、6/8に岡山大

学資源植物科学研究所（IPSR）に訪問し、加藤裕介先

生、長岐清孝先生、森泉先生に研究所での研究について

解説して頂きました。IPSRは日本で唯一の植物を対象と

する国立大附置研究所で、大原孫三郎氏が設立した農業

研究所が前身の特徴のある研究所です。今回の講座で

は、研究所の概要や、植物内で働く情報伝達物質の研

究、人工染色体の研究等の解説をして頂きました。高度

な専門事項も含む解説で、植物の機能の不思議さを知る

大変良い機会になりました。IPSRでは高校生を対象とし

た連携活動も行われており、大学の資源を学校教育に活

用する一例を知ることもできました。今回の講座には６

名の学生CST生が

参加しました。 

 IPSRでは５月に

一般公開を実施し

ており、多くの子

どもや親子連れが

参加しています。研究の様子や植物の不思議を体験でき

る多くのブースが設けられており、そのような機会も利

用して子どもたちの学びにつなげることもできそうで

す。子ども達に本物に触れる機会を提供するために、大

学等の資源を利用できるようなCSTであって欲しいと思

います。                                   【文責：稲田佳彦】 

 本年度の本学教育学研究科、教育学部、教師教育開発セ

ンターと岡山市教育委員会との連携協力会議を6月1日

（金）に開催しました。大学からは、三村研究科長をはじ

めとして副研究科長を含む17名が出席し、岡山市教育委員

会事務局からは岡林学校教育部長をはじめとして7名が来校

して下さいました。 

連携の活性化や今後の課題解決を目指した以下の3件の議題

について、背景や、提案理由、意図等についての説明に続

き意見交換を行いました。①総合的ミドルリーダー研修と

教職大学院の連携の在り方について ②教職大学院におけ

る「学校リーダー」の養成について ③教職大学院におけ

る学部新卒学生の「学校における実習」について     

②及び③については、専門部会を組織して具体的な協議を

行う方針が了承され、

岡山県教育委員会との

連携協力会議において

もそのことが提案され

る予定です。  

【文責：橋本拓治】 

CST科学・教科構成力探究講座  「本物からの学び～高階秀爾先生～ 」 

岡山市教育委員会との連携協力会議 
教育学研究科 教科教育学専攻 

 三田 康平 さん 

 教員採用試験の機会に、教師としての人間性を磨いて

ほしいと思います。教職教養や専門教科など、筆記試験

に意識を置いている人が多いかもしれません。もちろ

ん、教育に関する専門的な知識を最低限押さえて、合格

点以上の点数を取る必要はあります。しかし、教員採用

試験で一番問われるのは、その人の人間性やコミュニ

ケーション能力だと思います。集団活動や個人面接など

の場でにじみ出るものを評価されていると思います。現

場に出ると、たくさんの生徒や保護者、他の先生方々と

信頼関係を築く必要があります。そのような力を養うた

めに、友達や親と話す時、アルバイトの時間でも意識す

れば多くのことを学べます。教職を志した人とだけ話を

するのではなく、誰とでもコミュニケーションをはかれ

る力も養ってほしいです。そして、身に付けた力を本番

で出せるように、仲間と練習を繰り返して目一杯の自信

をつけて本番に臨んでください。 

       ＜教員採用試験受験記＞  京都府 高等学校教諭（理科） 合格 

 今回の西日本豪雨のため延期を余儀なくされていた連携

協力会議ということで、冒頭挨拶も三村研究科長・村木教

育次長共に災害対応・被災地支援の感謝から始まった。 

 協議では大学側今井委員から、中堅教員だけでなく管理

職養成といった形での教職大学院派遣の検討や、教職大学

院学部新卒生の学校実習等について議題が出され、意見交

換及び合意がなされた。 

  また県教委側平田委員

からは、新たな研修プロ

グラムDVD作成に向け

て専門部会設置の提案が

あり、相互協力の合意が

なされるとともに、さらに教材として活用したい旨の大学

側要望についても了承された。 

  最後に三村委員から「小学校二種免許状取得のための認定

講習」開講、福原委員から県総合教育センターでの「教育

学部学生参加可能研修講座」等の報告があり、それについ

ても活発な質疑がなされた。短時間ながら和やかでfrankな

情報交換・交流の場となった。   【文責：山下陽子 】 

岡山県教育委員会との連携協力会議 

教育学部 学校教育教員養成課程小学校教育コース  

 岩淺 美沙希 さん 

 拙い文章ですが、私の体験が誰かのお役にたてば嬉し

いです。私の合格へのアドバイスは三つあります。一つ

目は、同じ目標をもつ仲間を見つけることです。私は兵

庫県を受験したということもあり、様々な情報を共有で

きる仲間がいて本当に良かったと思っています。また、

仲間がいることで刺激を受けて頑張れるはずです。二つ

目は、勉強する時間以外をフル活用することです。例え

ば、インターンシップやバイトやボランティアで子ども

たちとかかわる体験は面接や模擬授業で必ず、生かされ

ます。日々体験する様々な出来事を何となく過ごすので

はなく、すべて生かそうと考えながら行動することが大

切だと思います。三つ目は、教職相談室を活用すること

です。過去の先輩方が残してくださった試験のデータが

たくさんあります。対策を立てるためにも、モチベー

ションを上げるためにも利用してよかったと思っていま

す。もしよろしければ、参考にして頑張ってください。  

       ＜教員採用試験受験記＞  兵庫県 小学校教諭 合格 


